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　今後、ハ ドー面・運用体制面を充実し、早期に本シス
テムを実用化することが、一般市民の安全確保のために
望まれる。また、本システムは、原子力分野以外にも、
近年問題となっている硫黄酸化物や光化学オキシダント
など大気汚染物質の越境汚染への適用も期待される。
②気流・放射性雲の分布
図表　チェルノブイリ事故の再現計算結果
①セシウム 137 の地上濃度分布
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